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嶋也井不是全面的。Frazerう人力辻書的く野蛮性〉也弟了現代文明社会道   
徳作出一分貢献，但身在中団社会的江紹原述面帳着封建主又的挑晩 不   
可能容洋一分く野蛮性〉的存在。与此同村，江沼原磁到一仝矛盾。即：   
依幕Frazer的理捻枢架，批坪中国社会而追求理想，速急不免有く西洋〉   
的影子，鼻悦批坪中国的封建主叉，但自己也作力中国人元法避免責任。   
篭者汰力面河現実（中国）与理想（西洋社会）的矛盾便江紹原椋出独具一格   
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人類学関連文献の多くは周作人蔵書から借用されたものであることが，現存す  
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初め学問を身過ぎの糧にしたいと出国した時（宗教哲学を学ぶためにシ   
カゴ大に留学した一：小川注）ノ，小さな布袋一つ持っていたが，言うだに腹   
立たしいことに，いつの間にやら袋の奴は私には一言の挨拶もなく沢山の   
穴をあけてしまった。私が拾えば，奴がれは落とすという始末で，双方あ   
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かに同人誌といえども，商業誌に遜色ない部数と影響力を保った雑誌で，これ   
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ほど師弟関係を明瞭に窺わせる文章は余り多くない。   
では，その脱皮の過程で，江紹原の内面で何が起きたのか，従来の宗教学研  



















とは考えられないと反論して，次のように述べる。   
人類学研究者の教えるところでは，世界各地の野蛮民族の殆どが一種の  
礼や楽を持っており，野蛮人はその生から死に至るまで，毎日事ごとに  
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のように述べる。   
どんなに古い「礼」であろうと，もしも我々、の科学知識・道徳規準・芸  
術的センスによって，十分洗練させ，改造しなければ，決して今日の我々  
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年＝留学時代執筆）84   
今日求められているのは不合理な宗教を打ち倒し，合理的な宗教を作り  
出すことである。宗教を正す良い処方箋は無宗教ではなく，良い宗教であ  
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の証左といえる。   
まず，『髪嚢爪一関干宅椚的風俗』（「礼部文件之九」を改稿し，単行本化  
したもの）の序言から，江紹原自身の言葉に注目してみる。「礼部文件」のモ  
チーフが窺われる一節である。   
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他力で受容，享受し，決して僅かなものではないが，十全というにはほど  
遠い。従って，中国人にふさわしいのは，我らが時代とは西洋科学発達の  

















なく，理性の純化によらねばならか一個。   
野蛮性の名残り，道徳の進歩，科学といった概念は，江紹原と共通する。周  
作人に即して言えば，1919年に「思想革命」などで既に表明されていた考え方  
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フレーザー博士 0．G．Frazer）は，『サイキス・タスク』（Psyche’s  
Task）第三章において，迷信と両性の関係について「彼ら（野蛮人）は，  
ある種の性的行為を行うか禁ずることで動物の繁殖，植物の成長を促すこ  
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る宵長の役割を検討し，清朝までの皇帝の衣食住が厳格に規定されていたのは，   
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と結論づけ，次のような風刺を展開する。   
かくて私は犬には必ずや他の古代動物に勝る知恵があると結論するに  
至った。異議あるまい。ギリシャ 











拠点を上海へ移さざるを得なくなる。   
再び本文の要旨に戻ろう。江紹原は『呂氏春秋』『准南子』『月令』から季節  
ごとに定められた皇帝の衣食住に関する規定を紹介し，次のように述べる。  
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中する銅。唯一例外となる「髪牽爪」も，江紹原によって，毛髪，ひげ，爪が   
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いずれも中国では《血余》（血から出来たもの）として関連づけて説明されて  
いるため，江紹原にとっては，同一の問題意識から出発したものと言って良く，  
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と，そうした思いが読みとれる（「3『文明的野蛮』」）。   
中国人にふさわしいのは，耽らが時代は西洋科学発達の時代，という言  
葉ではないか思われる。   
「科学」とは単なる今日的な意味での科学ではないのは既に述べたとおりで  
ある。江緯原らが「礼部文件」で実践したように，中国社会の後進性を余すと  
ころ無く照らし出す光としての西洋文明である。拠るべき「道徳」とは例外な   
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由なる反語家は柔軟に屈伸し，しかも抵抗的に頑として自らを持ち耐える。  
真剣さのもつ融通の利かぬ硬直に陥らず，さりとて臆病な順応主義の示す  





く注記〉文中掛こ年号を記さぬ限り，全て西暦を用いた。文中で言及する中国語は〈 〉を用いて表  
示した。なお，文中，引用・言及する書名題名については必要に応じて邦訳を付したが，煩  
をさけて省略した箇所もある。  
（1）本稿は，「江沼原と周作人（Ⅰ）（Ⅱ）」（大東文化大学紀要33，34）の続編として当初構想され   
たものを，改題・改稿したものである。一部論点の整理の必要上重複して言及せざるを得なかっ   
た箇所があるが，ご寛恕を乞う。以下に江紹原の略歴を掲げる。  
江沼原：1898年生まれ，安徽省旋徳の人。1914年浸礼会大学（バプティスト大学，のち，浪江   
大学と改称）の予科卒業後，異母兄・江完虎に従ってアメリカ留学。17年病を得て帰国し，北京   
大学の聴講生となる。18年の新潮社成立メンバーであり，また，周作人の授業も聴講しており，   
面識を得たのもこの頃であろう。当時の五四運動では邁家楼焼き打ちに参加して逮捕された，政   
治的にも活動的な学生であった。20年に大学公費留学生としてアメリカ再留学。学生時代から既   
に「新潮」で「最近代基督教義」などを発表していた江紹原は，シカゴ大学でも比較宗教学を専   
攻，卒業後は，イリノイ大学大学院に転じ，哲学を専攻している。3年日の留学生括を終えた23   
年夏には大学院で学位を取得しないまま帰国，北京大学哲学系教授に就任。これは江紹原の希望   
というより，大学側の要請であった可能性が強い。そのためか，後年まで江沼原は強く再留学を   
希望していたが，家庭の事情などで果たせなかったという（長女・江小善女史からの直話）。23   
年秋からは，「宗教哲学」「宗教史」「基督敦史」を講じる。弱冠25歳の気負いと当時の非宗教運   
動の中で，強く自らの宗教観を主張するが，幾度かの論争の中で，徐々にその限界を自覚し，24   
年末，r語親創刊と前後して民俗学へと研究の重心を移しはじめる。25年はじめ頃突然北京を   
離れ，一時期武昌大学に赴任し，同年夏までには再び北京大学に戻る（生活費のためと推測され   
る）。翌26年，林語堂の招きで展門大学国学研究院研究貞となるが，27年には魯迅に従って，中   
山大学に赴任。英語系教授，英語系主任代理をつとめる。ここで初あて「迷信研究」を講ずる。   
後の29年に北京大学に復帰した際も同じ講座を開設しており，従来の宗教学からの転換と見られ   
る。中山大学時代には「礼部文件之九・髪髭爪」を基礎として書き上げた「髪髭爪一関於宅椚   
的風俗」を脱稿。ところが，中山大学学内では「魯迅派」と見なされたために，魯迅が去って間   
110   
「礼部文件」における江紹原のスタイル  111   
もなく江紹原も中山大学を辞し，杭州の夫人の実家へ身を寄せる。杭州では蕪元培の推薦により，   
南京国民政府大学院特別編纂貞。29年には北京に戻り，北京大など各大学，研究所を転々とする   
不安定な生活の中で，学問に没頭。復帰当初には北京大学で約束されていた「迷信研究」の講義   
は復帰後一年しか許されなからた。だが，この時期にはF現代英書利謡俗及謡俗学」（翻訳，32   
年），F中国古代旅行之研究J（著書，35年）と研究の上では実り多き時代でもある。40年代以降   
は，周作人と同じ八道湾に住みながら，43年に北京大学に一時期奉職したほかは，清貧に甘んじ   
たという。解放後は西北大学，山西師範大学など教職のほか，商務印書館清春を歴任したが，文   
革中に「資産階級反動学術権威」として迫害を受けて（逝去時に名誉回復）解任され，文革終結   
まで迫害をうけた。83年，85歳にて逝去。なおF江紹原文集Jが上海の出版社から公刊される予   
定。  
（2）本稿でのけL教」とは儒教だけなく，民間億仰（道教，仏教も混清）も含めたやや広い概念と   
して用いている。  
（3）言うまでもなく，今日の人類学からすれぼ，フレーザーの理論1司様，調査対象が文献に限られ   
ていた江沼原らの研究方法の限界性は明らかである。だが，その限界性や現在の研究史上の評価   
を明らかにするのは，必ずしも本稿の目的ではない。フレーザーもまたそうであったように，文   
学との義和性の高かった当時の人類学（特に中国においてはフォークロアと言い換えた方が適当   
であるが）を，江紹傾が「礼部文件」のなかで，いかに取り込んだかが問題である。  
（4）張挺・江小善編ー周作人早年俵簡箋撞J（剛Il文芸出版社，1992年9月刊）p．334江紹原より   
周作人宛書簡（1927年3月13日）による。後年の記述ながら、，フレーザーr金枝創，ウェステル   
マーク r道徳発展論jなどの書籍を借用したまま，広州の中山大学に赴任する旨，詫びている書   
簡が残っているほか，書籍借用の記述は多数にのぼる。  
（5） F語線j創刊号，以下では，上海文芸出版社，82年影印本を参照する。江紹原の生平について   
は注記1を参照。  
（6） F語細J創刊号  
（7）そもそもの「賂配」の由来は，周作人F自己的園地（自分の畑）j（北京農報社初版，1923年9   
月）中の有島を追悼する散文「有島武郎」などに頻出する砂漠のイメージに由来するものであろ   
う。「実のところ，世間と 
ゆく r幾人かの同行者j を眺めずには，寂莫と空虚から逃れられないのだ」（「有島武郎」）と，   
砂漠を放する精神的同伴者に有島を喩えている。「騎乾」もまた砂漠のような精神的風土に生き   
る自分たちをイメージしたものである。  
（8）「語線j創刊号，のち r雨天的割（岳麓蕃社，1987年8月，重排印本）収録。  
（9）Havelock Ellis（1859－1939）：性心理学者。20世紀初頭にフロイトと並び称された存在であり，   
周作人が終生強い関心を寄せた科学者。この中で言及する内容はAffirmations；StFrancis＆   
others（WalterScott．LoJldon．1892）からの要約引用。拙稿「周作人とH・エリス」（早大文研紀   
要別冊15集）で論じたことかある。  
（1（》 F語娩」第3期  
帥 同上  
㈹ 同上  
㈹ 同上  
（14）F小説月報j（1924年）第15巻1月号。以下では，書目文献出版社，1981年影印本を参照する。  
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㈹F農報副錦J23年11月9日。以下では，人民出版社，81年影印本を参照する。  
㈹F語轟J創刊号  
囲一周ネU を制定した伝説上の人軌周王と同姓であることにちなんだジョークである。  
㈹ 解放後，江紹原が「資産階級反動学術権威」として厳しい政治的批判にさらされたのは不幸な   
事件といわねばならないが，同時に胡適，愈平伯らと並んで彼の民俗学が「毒草」と批判された   
のは，その方法論が当時の段階で既に一定の有効性を持っていた証左とも言える。  
㈹F髪領爪一関干宅椚的風俗J導言（上海文芸出版社，1987年12月影印本）  
鋤 同上  
糾 以下では，岩波文庫版「金枝篇（一）－（五）」（永席卓介訳，岩波書店，1968年11月刊）を参照   
した。  
囲卜 以下では，岩波文庫版「サイキス・タスク（俗信と社会制度）」（永橋卓介訳，岩波書店，1939   
年6月刊）を参照した。  
幽 F語線J3期，F雨天的蕃」（岳安善社1987年8月新排印本）所収。  
糾 r語楓】5期，F談虎集j（岳麓書社1989年1月新排印本）所収「諭女梯」。李笠翁（明末清初の   
戯曲作家）からの引用の出典はF閑情偶寄」巻3「治服第3・衣杉」（噺江古着出版札1985年2   
月刊）。全文は「掩蔵秘容，愛護家珍，全在羅祷幾幅，可不豊英美斜面美其制，以胎宋蔚宋非者   
請乎？」とある。  
朗 同上。大意：衣服とは体を隠して，それによって身体を飾るものと，昔の賢人は戒めている。   
まして女子の学生は，社会各層から尊敬を受ける身である。  
錮F語轟」五期，文中引用するエリ】スの原題はThewqrldofdreams，邦訳r夢の世界」（岩波文   
庫，1941年7月刊）を参照した。  
田 岡上  
幽 当時日本国内でも無名に近かった廃姓（宮本）外骨のー猥嚢と科学J「初夜権」を好意的に  
「浄観」「l初夜権j序言」で，紹介しているのも同様の意識からで，周作人の目配りの広さを示   
すものである。  
¢功 r語締J43期  
錮 r語線J44期，F談虎集J所収，フレーザーの出典は「サイキス・タスクl「結婚」。  
錮r語親l43期，出典はF周礼注疏J．（上海古籍出版社，1990年12月刊），訓読についてはF周頑   
通帝J（秀英出嵐1977年7月刊行）を参照したが，解釈は江紹原のものと一致しない。  
相 同上。  
㈹ r語細j53期  
糾 同上  
鍋 同上  
鍋 同上  
銅 具体的には，F金枝別「第20亀 タブーとされる人物，三，月経と分娩の女」及び「第21章，   
タブーとされるもの，四，血」から引用されている。26年発表の作品中，血のタブーに係わる  
「札部文件」以外の作品としては，他にも「盟諷」，「古代的芽（塗血）痘」，「中国人的天莫観的   
幾方面」が挙げられる。  
幽 岩波文庫版けイキス・タスク（俗信と社会制度）j「結論」  
¢窃 Fサイキス・タスク（俗信と社会制度‖解説（永橋卓介），またF旧約聖書のフォークロアJ   




抽 林達夫「林達夫評論集」「反語的精神」（岩波文庫，1987年7月刊）  
㈹ 「農報副錦J「中国古代的成人礼（冠礼）」1926年6月12EI  
113  
＊本稿は1997年度早稲田大学特定課題研究「周作人におけるフォークロア」の成果の一部である。  
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